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わが国における精神科ソーシャルワーカーの黎明
橋　本　　　明
　1997年に精神保健福祉士法が成立し、精神保健福
祉士が国家資格化された。それから15年が経過して、
この専門職は医療や福祉の現場で、一定の位置を占め
るようになったと思われる。日本の精神科ソーシャル
ワーカーの歴史は、精神保健福祉士の国家資格化を推
進した職能団体の過去数十年の歴史とも重なるが、そ
れは全体からみればほんの一部にすぎない。本論文
は、長期的な展望にたって精神科ソーシャルワーカー
の歴史の源流にさかのぼり、この職能集団が生み出さ
れ、発展してきた社会的な文脈を解明することを意図
した試論である。最初にアメリカにおける PSWの歴
史を概観し、1960年代までの日本の歴史につなげて
いきたい。
Ⅰ　1930年までのアメリカにおけるPSWの展開
　いわゆる精神科のソーシャルワーク、そしてその担
い手としての精神科ソーシャルワーカー（PSW, 
psychiatric social worker）は、20世紀のアメリカで発
達した1）。古くは1905年、ボストンのマサチューセッ
ツ総合病院（Massachusetts General Hospital）での活動
に遡る。当該病院の神経科クリニック（Neurological 
Clinic）の担当医パットナム（James J. Putnam）が、
ソーシャルワーカーのバーレイ（Edith N. Burleigh）に
精神医学の専門的な訓練を施したのだという。その後、
1906年にはニューヨークのベルヴュー病院（Bellevue 
Hospital）精神科病棟で、1911年にはニューヨーク州
立の精神病院、マンハッタン病院（Manhattan State 
Hospital）で、1913年にはマサチューセッツ州立の二
つの精神病院、ダンヴァース病院（Danvers State 
Hospital）およびボストン病院（Boston State Hospital）
で、ソーシャルワーカーがスタッフとして加えられて
いる2）。
　他方、1912年に上記の州立ボストン病院では、急
性期患者および外来患者に特化した部門として新たに
ボストン精神病院（Boston Psychopathic Hospital）を設
置した3）。Psychiatric Social Workの名称が生まれたの
は、この病院だと言われる。1913年にはソーシャル
サービス部門が活動をはじめ、院長のサザード（Elmer 
E. Southard）（図１参照）とソーシャルサービス部門
の責任者ジャレット（Mary C. Jarrett）の指導のもと、
PSWの教育訓練コースが開始された。サザードの死
後、1922年に出版されたジャレットとの共著 “The 
Kingdom of Evils” によれば、病院で行っているソー
シャルワークは、目新しいものでも、独創的なもので
図１　Elmer Ernest Southard 
(1876‒1920)
出典：Mental Hygiene, vol. 4 (1920).
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もなく、これまでのソーシャルワークとなんら変わら
ない。ただ、ソーシャルワーカーが精神衛生の分野で
活躍することであり、それを Psychiatric Social Work
と称しているのだという。病院の多くの医師はソー
シャルサービスの開設に批判的だったが、その後の良
好な実践結果によって簡単にその批判を退けることが
できた4）。
　第一次世界大戦は、PSWの普及に重大な影響を与
えた。戦争神経症患者の大量出現などにより、PSW
へのニーズが高まったのである。しかし、精神科の訓
練を受けたソーシャルワーカーはごくわずかだった。
そこで、ボストン精神病院は、PSWの訓練コースを
拡充するために、1918年から1919年にかけてマサ
チューセッツ州ノーサンプトン（Northampton）のス
ミス・カレッジ（Smith College）5）とタイアップして戦
時緊急コースを立ち上げた。これが、アメリカ最初と
なる高等教育機関での PSWの養成となった。50人あ
まりの卒業生は陸軍病院や赤十字組織の仕事に就い
た6）。
　このコースに参加し、後にスミス・カレッジでソー
シャルワーク教育を担当することになったレイノルズ
（Bertha C. Reynolds）は、この頃の PSWの役割の議論
を回想して、次のように述べている7）。1918年の時点
では、新しい職種である PSWは、看護婦のように医
者のただのアシスタントではなく8）、精神医学と社会
科学の教育を受けている者である、という認識が明確
にもたれていたわけではなかった。それでも、この分
野のパイオニアたちは、患者の社会相互関係がますま
す複雑になりつつある時代の精神医学研究にとって、
PSWは大きく貢献すると考えていた。やがて、医師
たちは、PSWを単にケース・スタディーに使える情
報の運び屋、あるいは治療場面で簡単な使い走りをす
る援助者というだけではなく、独自の専門的視点を持
つ女性の集団9）であり、精神科医ができない患者の社
会的な調整を行うことができることを認めた、とい
う。このように、レイノルズは PSWという職種の独
自性、専門性を主張している。
　同様の PSW養成は、緊急的コースあるいは常設カ
リキュラムとして、ニューヨーク、フィラデルフィ
ア、シカゴの教育機関、さらにカナダのトロント大学
でも行われた10）。
　さて、PSWが社会的に認知されていく過程で無視
できないのは、アメリカにおける精神衛生運動（mental 
hygiene movement）である。この運動も20世紀のアメ
リカの産物であり、元精神病患者ビアーズ（Clifford 
W. Beers）の精力的な活動の成果とも言えるだろう。
彼が事務局長をつとめ、1930年にワシントンで開催
された第１回国際精神衛生会議（The First International 
Congress on Mental Hygiene）は、アメリカの精神衛生
運動のピークを象徴するものだった。会議には世界中
の専門家が集まり、精神衛生思想の普及に大きく貢献
した。しかし、ビアーズとは誰なのか？
　1903年に精神病院から退院したビアーズは、過酷
な入院体験から、精神病院での患者処遇の向上、さら
には国民の精神的健康の予防や増進をめざして運動を
はじめた。1907年にビアーズはアメリカ精神医学界
の重鎮アドルフ・マイヤー（Adolf Meyer）に会い、
この運動の名称として精神衛生（mental hygiene）と
いう言葉が提案される11）。さらにマイヤーらの協力を
得ながら、1908年に自らの精神病院入院体験を出版
した12）。この自伝的書物 “A Mind That Found Itself ”13）
はベストセラーとなり、精神衛生運動に弾みがつく。
同じ年、1908年５月６日、ビアーズが卒業したエー
ル大学からさほど遠くないニューヘイブン（New 
Haven）、エルム（Elm）通り149番地の古いコロニア
ル・スタイルの建物のなかでコネティカット精神衛生
協会（The Connecticut Society for Mental Hygiene）が
設立された。ここが精神衛生運動発祥の地とされてい
る14）。ビアーズは早くも翌年の1909年２月には全国
組織の全米精神衛生会議（The National Committee for 
Mental Hygiene）の実現にこぎつけた15）。精神衛生運
動はヨーロッパにも波及し、1920年のフランスにお
ける精神衛生同盟（Ligue d’Hygiène Mentale）の結成
を皮切りに、ベルギー、イギリス、ブルガリア、イタ
リアと次々に精神衛生運動組織がつくられていっ
た16）。そして1930年の第１回国際精神衛生会議の開
催時点で、この運動はほぼ全世界を覆い尽くしてい
た。晩餐会の会場であるワシントンのホテル・ウィ
ラード（Willard）には、大小あわせたホールの収容能
力をはるかに超えるおよそ1,100人もの参加があった。
会議のオープニングを飾る５月５日の晩餐会では、６
大陸の参加者代表がそれぞれスピーチをして会を盛り
上げている17）。本格的な討議は、ビアーズがコネティ
カット精神衛生協会を設立してからちょうど22年目
にあたる翌５月６日から５月10日の午前中までと
なっていた。最終日の昼食会が会議を締めくくった。
結局、会議の登録者は合計3,042人であった18）。会議
の事務局長をつとめたビアーズにとって、運動の最大
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の成果がここに結実したのである。
　実は先に紹介したレイノルズの回想は、第１回国際
精神衛生会議での講演内容に基づいている。治療場面
における PSWの役割をテーマにした彼女の講演は次
のように結ばれている。
　　不適応を起こしている個人がいたとすれば、それ
は同時にその人をめぐる状況（environmental 
situation）にも問題があることを意味している。だ
からこそ、訓練を積んだ PSWが治療場面で果たす
役割があるのであって、それは他の誰にも満たすこ
とができない仕事なのである。そう頻繁に PSWが
状況というものを治療することはない（現在の科学
的知識はあまりに限られており、多くの状況はあま
りに複雑なのである）。けれども、PSWはどのよう
にしたら周囲の環境からくるプレッシャーを軽減で
きるかを知っており、そのことによって、患者が精
神科医の助けを借りながら自らがそのような状況に
対処できるように導くことができるだろう19）。
　このようにレイノルズは、患者個人の内面よりも、
患者の社会的環境を変えていくことに PSWの役割が
あるのだと強調している。もちろん、彼女の意見がア
メリカの PSWを代表していたとは言いきれまい。と
いうのも、講演後の質疑応答で、たとえばフィラデル
フィアの児童指導クリニック（Child Guidance Clinic）
のある PSWからは「本当にクライエントに問題とな
るのは、外部の状況（external situation）よりも、むし
ろ彼らの内部の環境（environment within themselves）
である」とのコメントが出ている20）。アメリカの歴史
にはこれ以上深入りしないが、PSWの誕生から30年
近くが経過したこの時点においても、PSWの専門性
や役割をめぐる議論が続いていたことに注目したい。
Ⅱ　戦前日本におけるPSWの展開
　日本に目を転じると、1928年の『呉教授在職二十
五年記念文集』に収められた論文「東京府松澤病院ノ
歴史」（具体的な執筆者は不明）の中に、「将来ノ企
画」として病院に「遊動事務員」を配置する計画が記
述されている21）。ただし、実際にこの論文が書かれた
のは1923年頃と考えられるので、遅くともこの時点
までには、PSWに近い考え方が出されていたようで
ある22）。この発想はアメリカからもたらされたと推察
されるが、その経緯は不明である。
　「企画」の実現はなかったが、興味深い内容である
ので遊動事務員の全記述を以下に掲げたい。ただし、
原文の、カタカナはひらがなに、旧字体は新字体に変
えている。
　遊動事務員の制定を設くること。
　　従来公務に従事するものは総べて一定の官衛内に
於て一定時間執務すべきことを規定せられ、本院の
事務員も亦この規定を適用せられ、執務は全く院内
に於てこれをなし。他に出でヽ用務を便ずるために
は毎回特に出張の手続をなさヾるべからず。然れど
も精神病院に入院する患者の遺伝・既往の生活状
態・病的状態は家族の事情等を知るため、在院中の
患者の事情を家族に知らしむるため、又在院中の患
者に家族の事情を知らしめる等、外部に出て要務を
便ずべきこと少なからず。此の如くせずは到底病院
は患者に対し、家族に対し、一般社会に対して、そ
の責務を尽すこと能はず。従業員中一人・二人のも
のが東京市内に出でヽ此の如き要務を勤むること
は、特別に甚だしき費途を要するものにもあらず。
吾人はこの実際上の必要なる遊動事務員の制を設け
以て患者の幸福を増進し家族及び社会との連絡を円
滑にせんことを希望す。
　また、戦前から戦後にかけて活躍した東京大学精神
科の村松常雄によれば「私（村松）が最初にアメリカ
え
ママ
行く前の事でしたから、多分昭和五・六年頃でした
ら
マ マ
ぅか、府立松沢病院に、S・S・D（社会事業部）を
おくことを、当時の三宅（鑛一）院長に進言しまし
た。その時、院長先生は賛成して下さったが、府で予
算を認めて呉れず実現出来ませんでした」23）という。
　このように、少なくとも松沢病院の中では、1920
年代から PSWへの関心が存在していたことが伺われ
る24）。
　もっとも、わが国における PSWに関わる本格的な
議論は、既に紹介した1930年の第１回国際精神衛生
会議以降といえるだろう。この会議には日本代表とし
て、三宅鑛一（東京大学）と植松七九郎（慶應義塾大
学）の二人の精神科教授が出席した。会議の翌年の
1931年に創刊された雑誌『精神衛生』の記事「第一
回精神衛生国際会議の収穫」25）には、彼らの出席につ
いて「本邦の精神衛生の歴史に特筆大書すべき事項」
とある。さらに、討議内容を紹介した「精神衛生関係
の社会事業」のなかで「各国は精神衛生ソシアル・
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ワーカーの練習に必要なる施設をなすべきこと。此練
習は特殊学校の社会的例別作業（ケース・ワーク）の
基本課程たるべきこと。課程には精神病関係社会事業
に須要なる精神病学、心理学、内科学の大意を含むべ
きこと。以上の課程には学説と実地練習とを並行せし
むべきこと。以上の課程に入学するものは高等専門学
校若しくは大学卒業若しくは之と同等の素養あるもの
たるべきこと」などと、今日の精神保健福祉士法が規
定する精神保健福祉士の国家資格にも通じる内容が書
かれている。
　村松常雄も雑誌『精神衛生』で PSWやその業務内
容について積極的に発言している26）。「精神衛生相談
なる事業は精神衛生運動の実際的仕事として最も重要
なるものの一つであって、精神の健康、異常、疾病其
他に関する一切の相談に応じ、鑑別、診断、処置等を
行ふが、原則として医療は行わない建前を普通とする
ことは他の健康相談に於けると一般である」と述べ、
「右の事業のためには精神科専門医師の外に、精神衛
生の教育訓練を受けた社会婦、又は保健指導婦、又は
公衆看護婦を必要とする」という。村松常雄はアメリ
カ留学中（1933～1935年）にはアドルフ・マイヤー
やビアーズとも親交があり、アメリカの精神衛生事業
とその担い手としての PSWの役割に着目していた27）。
　村松の帰国後、1936年３月に個人の寄付金によっ
て東大医学部附属脳研究室が創設された。同年５月、
村松の考案により脳研究室に児童研究部を設け、
“social worker” を配置し、相談や家庭訪問を行わせて
いたという28）。翌1937年３月に開催された「脳研究
室開設一周年研究報告会」では、東大を退官した後、
脳研究室の主任となった三宅鑛一の挨拶につづいて、
村松が演壇に立ち「此一年間に於ける本（研究）室児
童相談部の概況」について報告している29）。また、村
松は1936年10月に東京市の京橋保健館内に精神衛生
相談部を設置した。「これが恐らく当時我国唯一の成
人をも含めての精神衛生相談所であった」という30）。
Ⅲ　戦後（1960年代まで）の日本における PSWの
展開
　だが、PSWの本格的な導入は第二次世界大戦終結
後である。1948年４月、将来的に国立の “Mental 
Hygiene Center” とすることを条件に国立国府台病院
の院長に就任した村松は、ここに国立病院で最初の医
療社会事業部門を設置した31）。臨床チームの一員とし
て、看護師の橋本繁子氏と関川美代氏を「社会事業
婦」と呼んで配置し、これがわが国における PSWの
嚆矢といわれている。1952年には、国府台病院に隣
接して国立精神衛生研究所が開設され、精神科医や心
理学者などからなる臨床チームの構成員として７人の
PSWが採用された32）。「国府台学派」と呼ばれた国府
台病院と精神衛生研究所での活動は、アメリカで主流
になっていた診断主義ケースワーク理論に強く影響を
受けていたという33）。
　一方、それより前の1950年３月、村松は国府台病
院から転出し名古屋大学医学部精神科教授に着任した
（図２参照）。村松は同医学部公衆衛生学教室教授の野
辺地慶三とともに、医療社会事業部の設置を文部省に
要求したが認められず、アメリカのロックフェラー財
団から “Training Center in Psychiatry” の整備費として
1951年７月より３年間にわたる助成金7000ドルを得
て、精神科に医療社会事業部をつくった。そのスタッ
フ（PSW）として、国立国府台病院で精神科の看護
師として働いていた金子寿子を迎えた34）。1951年７
月のことである。金子は当時の様子を「私は同年
（1951年）の６月26日に東京駅から東海道線に乗り８
時間かかって名古屋に到着した。名大病院前にある名
古屋市公会堂には、星条旗が翻るアメリカ占領下にあ
る暑い夏の日であった。翌27日、私は、栄町、丸栄
デパート前のビアガーデンで、中野敬次郎医局長をは
じめ諸先生に歓迎していただいた。（中略）当時、
『ソーシャルワーカーって、何する人？』と私はよく
聞かれたが、理解させるのに、とても苦労したことを
図２　村松常雄（1900‒1981）
　　　名古屋大学医学部教授時代
　　　（撮影は1960年３月25日）
出典：村松教授還暦記念誌（1960年）
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思い出す。それは当時、ソーシャルワーカーは専門職
としての日も浅い上に、私自身、職業的アイデンティ
ティが不確実であった、ということとも大いに関係し
ていた」35）と書いている。
　その後も文部省に対し医療社会事業部の定員要求が
続けられ、ロックフェラー財団からの助成が満期終了
する前の1953年８月に、人員２名が認められた（PSW
として金子寿子、臨床心理士として星野命氏）36）。こ
うして PSWの業務が精神科に常設された（図３参照）。
　村松の構想は PSWの教育にもわたっていた。彼が
「ソーシャル・ケースワーカー養成の殿堂」37）とすべく
その設立に奔走したのが1953年に名古屋市昭和区に
誕生した中部社会事業短期大学（日本福祉大学の前
身）である。当時、社会福祉従事者を養成する専門教
育機関は、日本社会事業短期大学と大阪府立社会事業
短期大学の２か所のみだった38）。宗教家で学園創設者
の鈴木修学を支え、村松は大学の基本構想、カリキュ
ラム、教員計画に中心的な役割を果した39）。1955年
に最初の卒業生が誕生し、名古屋とその周辺の病院や
施設に PSWとして就職した者は多い40）。
　一方、名古屋大学精神科では、1953年からフルブ
ライト奨学生として２年間医局に滞在していた人類学
者 G・デボス（George DeVos）の夫人で、シカゴ大学
出身のソーシャルワーカーであったというウィニー41）
を囲んでケースワークの研究会をはじめている。当時
の様子を金子寿子は以下のように述べている42）。
　　1953（昭和28）年から1955年まで、村松（常雄）
先生を中心とした「日本人の文化とパーソナリ
ティーに関する研究」が始まりまして、フルブライ
トの交換研究員として心理学者43）のジョージ・デボ
スが来日しました。その夫人のウィニさんがシカゴ
大学出身のソーシャルワーカーで卒後５年間の実務
経験者であることが解り、通訳つきでケースワーク
のプロセスについて、事例を通して学びました。浅
賀（ふさ）先生も時々きて通訳をして下さいまし
た。その後、この会は「東海 PSW研究会」に発展
したのです。
　デボス夫妻が離日したあとも、この研究会は細々と
続けられた。会は何度か存続の危機を迎えたようだ
が、1962年には東海地区 PSW研究会として、1967年
には東海 PSW研究会として再発足した44）。
　他方、MSW（医療社会事業、medical social work、
あるいはその担い手としての medical social worker）
の分野に目を向けると、早くも1950年には愛知県で
は全国に先駆けて愛知県医療社会事業家協会が組織さ
れている。やがて1953年に、浅賀ふさ、中嶋さつき
らが中心となって日本医療社会事業家協会が結成され
る45）。MSWの組織化は PSWよりもはるかに進んで
いたのである。1958年には日本医療社会事業協会へ
と名称が変わり、その組織も変更された。従来、
PSWはMSWとともに活動をしてきたが、このMSW
の改組を契機に PSWとしての全国組織化への機運が
高まったという46）。
　東海地方の PSW研究会が発足した後、全国的な
PSWの職業集団としての意識の高まりを背景に、各
地で PSWの組織化が進んでいった。やがて、1963年
８月、全国から76人が参加して日本社会事業大学で
PSW全国集会が開かれた。この集会の開催趣旨につ
いて、当時東京の精神病院で PSWとして勤務してい
た見浦康文は次のように回想している。
　　当時、厚生省公衆衛生局および医務局の両局にま
たがる医療関係に従事するソーシャルワーカーの、
身分・業務内容を制度化しようとする動きが、厚生
省内にあり、近々に立法化の傾向があって、公衆衛
生局保健課を中心に、指針の原案が出来上がった。
これに関連して、精神衛生課を所管課とする関係機
関、施設（精神衛生相談所・精神病院・クリニック
など）に従事しているソーシャルワーカーの身分を
規制することの可否について、現場にいる人たちの
全国的な意見を聴取するとのことであった。PSW
の方も、何らかの統一見解をまとめて、精神衛生課
図３　名古屋大学病院精神科の旧病棟（撮影は1958年）
出典：開講80周年記念誌（1988年）
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へ答申することが急務であると考えていた47）。
　全国集会では、PSWの資格身分制度、教育養成、
業務内容、組織化の問題について討議され、「全国に
散在していた PSWが一堂に結集し、全国組織化へ向
けての積年の願望が一挙に盛り上がった」という。後
日、見浦らは全国集会の報告のために厚生省精神衛生
課を訪れ、PSWの身分法などの立法化については、
現場の意見を十分反映させることを陳情した48）。
　さらに翌1964年10月には再び日本社会事業大学で
「日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会設立のため
の関東甲信越地区集会」が開催され、村松常雄が特別
講演「我が国における精神医学ソーシャルワークの発
展の歴史と将来への期待」を行った。見浦によれば
「アメリカの病院では、入院時のフロント業務から、
アフターケアまで、多くのクリニッシャン49）が働いて
いるといった話であって、当時、医事課に所属してい
て、疎外感をもっていた私には「目から鱗が落ちる」
思いであった」50）という。
　次いで、1964年11月には仙台で設立総会が開かれ、
「日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会（現在の日
本精神保健福祉士協会）」が発足した。そして1965年
５月、東京で第１回日本精神医学ソーシャル・ワー
カー協会全国大会が開催された。
　ところで、既に述べたことだが、金子寿子は名古屋
大学精神科に赴任した当初から「職業的アイデンティ
ティが不確実であった」と述懐しているように、1950
年代、1960年代には PSWの職種としてのアイデンティ
ティをめぐる議論が活発に行われていた。PSWの黎
明期について児島美都子は次のように述べている。
　　周知のように、日本の精神医療は、1950年代後
半に始まる向精神薬の登場で治癒可能な病気とな
り、作業療法や生活療法が普及する中で1965年精
神衛生法が改正される。それまでの入院主義から通
院と社会復帰支援が強調され、精神衛生センターや
精神衛生相談員を都道府県に設置する規定ができ
た。こうした動きに呼応して公立病院や民間病院に
も PSWが誕生した。その多くは福祉系大学の卒業
生であった。新任の PSWたちは、大学で教えられ
た人権としての福祉学と現実との乖離に悩み、そこ
から抜け出そうともがいていた。悪徳精神病院を告
発するマスコミの動きもあった。そこに似た状況は
身近かにころがっていた。「やましい思いをしない
で飯が食いたい」とうめくように口にした若いワー
カーの言葉は、私のこころに深く刻み込まれた。
PSWとは名ばかり、現実は便利屋的存在であり、
PSWは業務も不明確で、いま風に言えば、医学モ
デルの中にどっぷりつかっていた51）。
　そんな中で提起されたのが「同じ精神医療の仲間で
ある精神科医から発せられた PSW不要論」であると
いう。上記の1965年の第１回日本精神医学ソーシャ
ル・ワーカー協会全国大会で岡田靖雄（当時、東京都
立松沢病院医師）の行った特別講演「精神医療におけ
る PSW」52）の内容が、「PSW不要論」と受けとられた
ようである。
　岡田はいくつかの「精神科ソーシャル・ワーカーへ
の希望」を述べている。まず、「チームワーク」に関
して、「特に臨床心理技術者といわれる方々が、病院
で鼻つまみになっていることをしばしば聞きます。例
えばある患者さんについて、心理療法をやっているか
ら薬はやらないでくれとか、生活療法に参加させない
でくれといい出すとか、あるいはつまらないことです
が、先生といわれない、看護者が先生と呼ばないので
機嫌が悪いというようなことを聞きます。つまりあま
り肩をはらずにみなさんとやっていただきたいと思い
ます」と（ここで言う「臨床心理技術者」には、当時
の PSWも含まれていたと考えられる）。さらに「現
実の直視」に関して、「医療、特に精神医療とは泥ま
みれの、いわば、はいつくばった経験主義といった面
が非常に強く、他の分野から見ますと、理論が無いに
近い状態と思われます。（中略）このごろのソーシャ
ル・ワーク関係の人が分裂病の患者さんの家族の問題
を精神分析の言葉などを使って、いかにもカッコよ
く、わかったように書いているのを見ることがありま
すが、我々はそういうものを読みますと、こんな風に
考えることが出来るのかなと言って眉に唾をつけたく
なるのです」と述べている。この講演を骨子にしたと
思われる論考「精神医療におけるソーシャル・ワー
ク：精神医学ソーシャル・ワークは必要か」53）も、
「PSW不要論を唱える岡田靖雄」という印象を強めた
可能性がある。実際はどうだったのだろうか。岡田か
ら著者（橋本）への私信（2006年10月）によれば、
上記の児島美都子は岡田が PSW不要論を唱えたと主
張しているが、自分としては PSWの方向性をあきら
かにしてほしいと述べたつもりだったという。
　岡田の真意がどうあれ、当時の PSWによって受け
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取られた「PSW不要論」に対して、PSWの坪上宏
（当時は国立精神衛生研究所技官、のちに日本福祉大
学教授）は、「反論・ソーシャルワーカーは果して不
要か」54）で岡田靖雄の発言に対抗している。岡田論文
にある「いわゆる精神医学ソーシャル・ワーカーとい
われる人たちに対する問題点の指摘」については、
「弁明とか反駁する気にはなれない」が、感じたこと
として、「病院その他の機関で肩をはりすぎていると
か、なまはんかな心理主義にもとづいた心理療法を
もって精神科医の受診受療から患者を遠ざけたとか遊
び半分で仕事を途中でなげだして医療チームの他のメ
ンバーに尻ぬぐいをさせたとかについては（中略）べ
つに医療の分野にかぎらずどの世界においても通用し
がたい未成熟な態度であって、社会人として基本的な
しつけの不足を指摘されたもの」と書いている。他
方、坪上は、「患者さんの生活行動の面に焦点をあわ
せて社会生活への適応を考えるとき、患者さん個人の
心身に対する働きかけと患者さんの行動環境に対する
働きかけの重要さは等価だと考えています」と述べ、
PSWの患者への働きかけの意味を強調している。
　名古屋大学精神科の金子寿子は、この頃の論争の意
味を自分の PSW遍歴に照らしながら次のように回想
している。
　　顧みるに、当時の名古屋大学精神科医局の雰囲気
は、稀に見るほど新しい職種の人々を入れて、訓
練・養成をしようと民主的なはしりであった。SW
も CPも精神科医の中で見習い、未熟でありややも
すれば医師の見方に同一化していたように思う。
　　村松先生はわが国に精神科ソーシャルワーカーの
必要性を早くから説かれ、配置されるべく努力され
た最初の一人である。浅賀ふさ先生が学ばれたの
は、アメリカのシモンズ大学であり、後に村松先生
と同じボストン・ハーバードで教育学を学ばれた。
（中略）彼女もアメリカ的ソーシャルワーカーで
あったように思う。
　　筆者が SWになろうとした初期の先生は、アメリ
カでソーシャルワークを学んだアメリカナイズされ
た先輩諸氏であった（中略）当時（1965年５月）、
第１回日本精神医学ソーシャルワーカーの特別講演
で、精神科医の岡田靖雄先生は、日本の精神病院の
歴史と実情を述べられた。そしてミニ精神科医にな
らないようにと忠告された。そのことにより筆者の
初期の「医学モデル」は「生活モデル」への一つの
転換点となった55）。
　上記引用文中の「ミニ精神科医」とは、minor 
psychiatrist56）のことだろう。（力動）精神医学的アプ
ローチを強調するあまり、PSWが精神科医の単なる
亜流に堕してしまうことへの批判的な言説である。
minor psychiatristの問題は名古屋大学精神科に限られ
たことではなかった。同じ頃、PSW養成の東の中心
地、千葉県の国立国府台病院および国立精神衛生研究
所でも顕著であったという。既に述べたように、「国
府台学派」と呼ばれた当地では、フロイトの精神分析
を実践理論としたアメリカ流の診断主義的ケースワー
クが主流をなし、PSWの治療的な面接が重視されて
いた。だが他方では、社会福祉方法論の研究者や実践
家の間で、このようなケースワークは心理的に偏向し
ていると批判もされ、むしろ生活上の諸問題や制度的
な側面など、社会状況の分析に重きを置くべきだとの
主張もなされていた57）。
　20世紀初頭のアメリカの歴史でも見たように、
PSW養成の初期段階において精神科医が主導的な役
割を果たしてきた。アメリカにならったわが国の流れ
も同様であり、PSWが minor psychiatrist に傾くのは
必然かもしれない。
　このように、初期の PSWは精神分析的、人間関係
論的、心理社会的なクライエントへの働きかけを指向
していたが、いまや生活・福祉的なアプローチへの転
換が模索されていた。金子が述べる「医学モデル」か
ら「生活モデル」への変化は彼女一人のものではな
く、むしろ1960年代の日本の PSW全体が一つの分岐
点に立っていたことを象徴している。
おわりに
　本論を終えるにあたって、いくつかの課題を述べて
おきたい。まず、アメリカの PSWの歴史記述から始
めたが、わが国の PSWの展開にどれくらい影響を与
えたのかを十分に示したとは言えない。村松常雄が戦
前戦後に重要な役割を果たしたことは確かだが、村松
以外にもアメリカの動向に注目していた人物は当然考
えられる。また、村松を中心に PSWの歴史に着目し
たため、もっぱら名古屋周辺での活動が多く描かれる
結果となった。したがって、村松が去った後の国立国
府台病院および国立精神衛生研究所での PSW養成の
記述が脱落している。さらに、PSWの職業的アイデ
ンティティに関する議論については、金子寿子、岡田
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靖雄、坪上宏の記述に依存している。だが、近年の福
冨律の研究58）は、村松常雄および名古屋周辺の PSW
の展開とは異なる歴史記述の可能性を示唆している。
いずれにせよ、これらの課題については、いずれ稿を
改めて検討することにしたい。
　さて、その後の PSWの職業的アイデンティティ形
成に一定の役割を果したと考えられるものに、いわゆ
る 1960年代の終わり頃に端を発する「Y問題」があ
る59）。これは、日本精神医学ソーシャル・ワーカー協
会に所属する保健所の精神衛生相談員が、相談に訪れ
た Yという人物の母親の話から、「精神病である」と
いう予断によって、その Yを強制入院させてしまっ
たという問題をさしている。日本精神医学ソーシャ
ル・ワーカー協会の内部では、「Y問題」の処理をめ
ぐって自己批判的な長い議論がつづき、1982年にこ
の協会が出した札幌宣言に事態収拾の活路を求め、
PSWの専門性の確立を目指した。その宣言とは、対
象者（精神障害者）の社会的復権と福祉のための専門
的・社会的活動を推進する、というものである60）。し
かし、日本精神医学ソーシャル・ワーカー協会が組織
された時からの悲願であった PSWの国家資格化は、 
1982年の札幌宣言からさらに15年の歳月を必要とし
た。
［付記］
　本論文の内容は、著者の大学における担当講義「精神保
健福祉論」の資料、および二つの学会発表（橋本明：わが
国における精神科ソーシャルワーカーの黎明（その１）、
第109回日本医史学会総会（2008年６月、佐倉市）および 
橋本明： わが国における精神科ソーシャルワーカーの黎明
（その２）、第110回日本医史学会総会（2009年６月、佐賀
市））にもとづいている。
　また、本論文は岡田靖雄および金子寿子の両氏からいた
だいた資料に負う部分が大きい。この場をかりて改めてお
礼申し上げたい。
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1940年の『救治会々報』59号および60号に掲載され（加
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